
SPI対策講座アンケート結果（令和2年2月17～22日） 最終日の最終コマに実施 23名（男性5名、女性18名） 

 

日本文化学科7名、人間福祉学科5名、企業システム学科4名、産業情報学科2名、経済学科2名、法律学科2名、社会文化学科1名 

 

受講数 18コマ4名、17コマ7名、16コマ2名、15コマ2名、14コマ2名、13コマ1名、12コマ3名、10コマ1名、4コマ1名 

 

★良かった点 

問題に対してのヒントがわかりやすかったです。小学生～高校生までに先生のような方に出会いたかったです。 

忘れていた問題が思い出せた。計算問題の公式の復習や考え方を思い出せた。 

数学、算数が苦手なので復習できて良かった。問題文からのヒントの拾い方がわかりやすかった。 

非言語の苦手な分野が見つけられて良かった。分からないトコの簡単な解き方が分かった。 

こんな解き方があるんだと面白かった。筆記で出る形式を知ることができた。解き方のコツが分かった。 

効率よく計算する方法を学べたこと。数学についてはほとんど忘れていたので、全般的にやってくれて良かった。 

参考書を見ても解き方がよくわからないところがいくつかあったので、わかりやすくて良かった。 

非言語の分野は自分一人では勉強することが難しかったため、教えてもらえてよかった。 

中学や高校で学んだものを忘れていたため、復習できて良かった。さらに新たな解き方を知ることが出来たことは得

した気持ちであった。国語で知らない意味や言葉が分かるようになったこと。 

 

★悪かった点 

プリントに日付や番号が欲しかった。声が大きくて何度がびっくりした。底冷えが辛かった。 

スライドを送るのが早かった。口頭で解答するとき、早くて聞き漏れがあった。英語で詳しい解説が無かったこと。 

60分授業のせいか、解説のスピードが速く、自分の理解する速度が合わなかったことがあった。 

バラバラでわからなくなるので、その日のプリントの問題は、その日に全部やってほしい。 

プリントに公式が載せてあれば、もっと復習になった。英語が30分ほどしかなかったが、もっとやって欲しかった。 

少し説明が早すぎて、ひたすら書き写すのに時間をとられてしまったことがあった。 

スライドの切り替えが早い時があった。 

 

★講座全体について 

夏休みや冬休みも開講してほしかった。9時からでなく、10時からなどに時間をずらしてほしかった。 

90分だと集中できないので、60分授業で良かった。夏にもやってほしい。もう少し早い時期に。 

合説やインターンシップと被るので、もう少し早くやってほしかった。夏頃にやってほしかった。 

数学分野の問題が多かったような感じがしました。時間が足りていないので、1コマ90分にしてほしかった。 

2月上旬までに受講したかった。期間や時間は今のままで良いと思う。 

90分授業3コマでもう少しゆっくりやりたかったし、問題数もより多く解きたかった。 

夏休みにもやった方が、対策の意識も高まるのでは。6日連続だと来られない日がどうしても出てしまう。 

2月後半は厳しい人も多いと思うので、できるだけ早い方が良い。 

講座の構成やコマ数は良かったが、時期と開講通知が遅いと感じた。時期は 12月か 1月、通知はバイトのシフトも

あるので、1ヶ月前にして欲しかった。1月頃から各週にやってもらえるとより参加しやすいと思った。 

10時頃から開始すると参加しやすい。1時間で10分休憩はちょうど良かった。 

授業が2月の第2週まであったので、時期は良かったです。夏休みもやってほしかった。 

開催時期はもう少し早くても良かった気がする。時間帯はこのままでいいと思う。 

インターンと被ることがあったので、週をずらしてほしい。 

 

★受講生の少なさ、減少傾向について 

セミナーやインターンシップと被っているのかもしれません。自分でできる人もいる。先生の教え方が合わなかった。 

たぶん意識が低いと思います。継続力が無かった。別の用事があった。就活にあまり危機感が無い。 

自分が来れなかったのは、合説とインターンでした。友達が行かないなら行かないという人が多そう。 

筆記試験の点数をあまり見ないという企業があるから。朝が早いのはきついのでは。 

この週からセミナーや合説、面接、インターンシップの人が増えた気がするので、そのせいだと思う。 

1コマ目は起きれないという声を聞いたことがある。講座をやっていることを知らない。自分でやった方が早い。 

春休みは旅行やバイトだど予定が入っているので難しいのでは。 

難しいからやめたという人と、これだったら自分でできるという人の2通りだと思う。 

 

 

以下7ページのうち、最初の4ページ分を、このページに転記してあります。 
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